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オ
ホ
サ
カ
フ
ユ
ノ
ジ
ン
大
坂
冬
隙
ハ
己
破
役
一

c
c
m附
l
十
四
日
利
砂
川
城
を
渡
し
て
小
松
に
宿
一
し
て
近
江
の
和
遡
に
京
り
二
百
今
棒
、
コ
百
越
前
一
る
o
海
に
問
る
こ
と
一
一
点

O
米。

前

l
蛾
倍
氏
の
緒
怖
が
謀
長
の
計
従
あ
る
こ
と
前
川
一
し
、
十
一
北
日
大
地
帯
に
人
U
、
十
穴
日
越
前
蹴
生
棒
に
一
疋
刷
、
四
日
今
庄
、
五
日
加
賀
の
大
迫
寺
を
綬
て
、
一
オ
ホ
ザ
ザ
大
笹
羽
咋
郡
捌
松
庄
に
腿
す
る
郎

氏
に
漏
ら
し
た
の
は
、
鹿
長
十
九
年
…
二
M
M
十
H
附
を
ト
管
し
、
十
七
日
は
終
夜
行
軍
し
て
、
十
八
日
朝
擬
律
一
六
日
金
棒
城
に
凱
旋
し
た
。
一
部
。

以
て
、
大
野
治
u
N
が
訴
を
利
長
に
典
へ
た
を
以
て
初
一
か
ら
琵
琶
湖
を
附
仰
ぎ
り
、
十
九
日
大
津
に
着
し
た
。
一
オ
ホ
サ
カ
ホ
大
坂
保

m
羽
咋
郡
に
在
っ
た
。
承
一
オ
ホ
ザ
ハ
大
津
邸
主
泌
七
浦
庖
に
幽
す
る
部

と
す
る
。
詩
巾
に
は
今
や
秀
樹
の
紛
漸
く
長
じ
、
武
一
廿
二
日
円
余
.
肢
は
近
江
の
永
原
に
者
附
し
た
の
で
、
利
↑
久
三
年
注
借
地
の
能
登
山
剛
山
間
数
回
録
に
、
『
大
坂
保
、
拾
一
帯
。
大
搾
内
記
既
刊
紙
文
安
三
年
十
竺
百
判
替
に
、

将
た
る
の
抑
制
批
も
制
り
、
単
純
の
祷
減
せ
ら
る
ト
も
一
常
は
之
に
制
し
、
什
四
日
大
捧
を
漉
し
て
嵯
蛾
に
一
生
↑
捌
町
九
段
入
、
承
久
元
年
織
注
定
。
』
と
見
え
る
。
後
十
『
能
鷲
・
乙
一
附
大
洲
仲
村
之
内
黒
杉
分
之
事
。
此
内
屋
一
政

の
溺
島
正
則
の
一
一
一
市
町
.h.
盟
国
民
の
限
米
七
高
石
、
一
り
、
汁
九
日
曜
織
を
渡
し
て
天
跡
森
に
着
し
た
。
十
一
世
亦
大
坂
保
の
名
を
存
す
る
。
二
一
ヶ
所
上
大
・
畑
作
・
下
犬
神
内
在
之
。
』
と
あ
る
か
ら
、
も

そ
の
他
商
慣
の
有
す
る
も
の
亦
砂
か
ら
ざ
る
が
故
一
一
周
二
日
利
常
又
天
跡
森
を
渡
し
て
河
内
砂
村
に
次
一
オ
ホ
サ
カ
ホ
大
坂
保
羽
咋
郡
に
鴎
し
、
務
政
一
と
下
大
禅
と
い
っ
た
の
が
、
今
の
大
制
作
に
詰
る
o
能

に
、
速
か
に
上
坂
し
て
一
一
怖
の
力
を
似
喧
ん
こ
と
を
一
し
、
五
日
尚
宏
、
六
日
小
山
に
宿
し
、
七
日
舗
律
問
一
時
代
で
は
、
米
滋
・
穴
ロ
v

大
坂
の
コ
一
ヶ
村
を
台
ん
で
一
鷲
桁
跡
志
に
は
、
『
上
大
搾
よ
り
大
神
村
ま
で
二
十
四

求
む
と
い
ふ
に
あ
っ
た
。
利
長
乃
ち
之
に
邸
へ
ず
、
一
越
に
一
生
っ
て
凶
民
し
、
十
日
矢
野
、
十
三
日
阿
部
野
一
一
腕
た
。
一
町
俄
あ
り
。
内
記
と
て
利
家
公
よ
り
十
村
役
あ
り
。

そ
の
郵
を
駿
附
に
上
ら
し
め
た
υ
悦
に
し
て
利
旧
民
の
~
に
脚
じ
、
十
七
日
住
吉
に
赴
き
て
家
康
に
溺
し
、
攻
一
オ
ホ
ザ
カ
ヤ
タ
ン
サ
イ
大
坂
屋
丹
寵
腿
授
の
一
筒
井
氏
な
り
o
先
組
は
此
訟
の
郷
士
の
問
。
』
と
記
す

病
篤
か
っ
た
か
ら
、
本
多
政
震
を
尚
附
に
抗
き
て
身
一
般
の
計
棋
を
瀦
取
し
た
ω
こ
の
日
以
後
利
常
の
本
管
一
末
年
不
破
彦
五
郎
の
妾
を
審
せ
ん
と
企
て
た
る
そ
の
一
る
。

後
の
事
を
託
し
幾
く
も
な
く
し
て
銘
じ
た
o
利
長
の
一
は
阿
邸
野
に
在
っ
た
が
、
前
軍
は
附
山
口
に
振
せ
ら
一
妾
の
侍
縛
に
毒
薬
を
斑
り
、
、
泉
野
に
於
い
て
火
山
非
に
一
オ
ホ
ザ
ハ
大
濠
珠
洲
郡
木
郎
郷
に
腿
す
る
部

政
置
に
封
し
て
む
闘
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
、
復
十
れ
て
大
坂
城
に
劉
時
し
、
十
二
周
一
一
一
日
初
め
て
攻
醸
一
一
磁
せ
ら
れ
た
。
丹
婦
は
金
深
尾
張
町
の
薬
種
商
で
あ
一
務
。
能
鷲
布
跡
志
に
、
『
大
搾
村
と
い
う
で
あ
り
0

・匙

徳
川
氏
の
服
従
の
避
け
る
に
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
o

一
動
作
に
従
っ
た
0

・

匁

四

日

弛

剃

本

多

政

藍

伯

母

瀬

山

一

っ

た

。

一

年

恩

人

に

告

あ

り

て

捌

問

せ

し

地

税

館

あ

り

。

』

と

あ

し
か
も
大
坂
方
に
在
つ
て
は
向
杭
彼
を
前
川
氏
に
法
一
を
裂
は
ん
と
し
、
山
崎
長
徳
と
先
を
事
う
て
泌
ん
だ
一
オ
ホ
サ
カ
ヤ
ピ
サ
ン
大
坂
屋
局
山
金
棒
の
俳
一
る
。

。
、
六
月
十
二
日
大
野
治
長
は
訟
を
利
協
の
庖
長
辿
一
に
、
閥
夜
散
城
と
の
蹴
離
を
測
る
こ
・
と
能
は
ず
、
謙
一
人
。
本
姓
中
山
民
、
遺
構
大
坂
屋
七
右
衛
門
。
俳
譜
一
ォ
ホ
サ
ハ
ガ
ハ
大
濃
川
鳳
至
郡
大
搾
領
山
か

飽
に
奥
へ
て
、
自
ら
利
長
の
掠
儀
に
診
す
る
こ
と
を
↑
っ
て
民
間
丸
の
館
下
に
泊
っ
た
か
ら
、
城
務
提
出
幸
一
を
馬
来
・
閥
夏
に
感
び
、
北
枝
の
越
翠
援
を
繕
席
し
一
ら
流
出
し
、
問
領
で
祢
に
注
ぐ
。
流
犠
三
粁
許
。

得
ざ
り
し
を
謝
し
、
入
用
十
日
に
は
秀
樹
の
か
刊
を
以
一
村
の
共
に
銃
丸
を
附
注
せ
ら
れ
て
大
に
苦
し
み
、
鑓
一
た
が
、
後
に
翠
援
又
は
烏
兎
坊
と
い
ひ
、
晩
年
寺
町
一
オ
ホ
ザ
ハ
キ
チ
エ
モ
ン
大
患
吉
右
衛
門
幕
府

て
、
再
び
利
協
の
出
削
減
に
凄
興
せ
ん
こ
と
を
求
め
一
に
多
く
の
死
似
を
出
し
た
o
但
し
伯
母
鍬
山
は
我
が
一
理
霞
院
に
柏
校
堂
を
笹
み
、
文
化
十
年
四
周
十
五
日
一
の
御
廊
下
番
を
勤
め
た
が
、
不
一
時
の
服
あ
っ
て
、
元
機

た
。
こ
の
年
十
対
朔
利
常
江
戸
を
縫
し
、
信
濃
怖
を
一
軍
の
占
領
す
る
所
と
な
っ
た
の
で
、
先
陣
を
こ
L
に
一
夜
し
て
、
法
飴
寺
に
葬
ら
れ
た
。
周
山
の
者
に
は
、
一
十
二
年
七
周
九
日
嫡
子
角
之
丞
・
苦
右
衛
門
の
妻
、

経
て
十
日
越
中
の
境
に
京
っ
た
に
、
巾
刻
徳
川
秀
忠
一
滋
め
、
利
協
の
本
替
は
木
野
村
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
一
肥
後
の
も
の
・
北
技
曾
・
花
の
兄
・
安
宅
集
等
が
あ
る
。
一
鵡
び
に
長
吉
郎
削
・
病
之
助
献
と
共
に
大
型
寺
務
に

の
急
使
か
ら
大
坂
出
一
陣
の
命
を
儒
へ
ら
れ
た
。
利
常
一
日
以
後
戦
局
は
念
に
漉
民
せ
ず
、
前
倒
箪
に
在
っ
て
一
但
し
民
寄
を
出
し
た
の
は
こ
代
目
周
山
で
あ
る
。
文
一
預
け
ら
れ
、
家
来
角
助
、
下
女
き
よ
も
許
可
を
得
て

即
ち
一
日
一
夜
に
駿
せ
て
金
制
作
に
蹴
っ
た
と
い
ふ
か
一
も
十
一
日
銃
胞
を
伯
母
鍛
山
に
集
め
て
城
中
に
磁
射
一
周
山
三
周
忌
温
器
集
は
、
文
化
十
二
年
魚
々
庵
の
序
一
随
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
凶
っ
て
野
尻
牢
右
衛
門
・

ら
、
そ
の
割
前
付
は
十
一
日
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
利
一
し
た
外
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
以
て
サ
一
日
和
一
議
成
一
を
有
し
、
京
菊
屋
卒
兵
衛
の
板
で
行
は
れ
た
が
、
今
一
菅
谷
平
太
夫
一
防
人
が
老
中
秋
元
包
馬
守
方
で
之
を
抑
制

慌

の

軍

令

を

出

し

た

の

は

十

二

一

日

で

、

奥

村

永

一

耐

を

一

政

の

時

に

及

ん

だ

。

一

題

鏡

を

失

し

て

ゐ

る

。

一

取

り

、

七

局

サ

一

日

に

出

獲

し

、

中

仙

道

河
北
郡
井
上
庄
に
臨
す
る
部


